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(57)【要約】
【課題】飛来物が着用者の体に接触するのを回避するこ
とのできるシールド部材を提供する。
【解決手段】着用者の頭部を保護する帽体２０３に取り
付けられて前記着用者の顔面を覆うシールド部材２０５
であって、透明体もしくは半透明体で湾曲した板状に形
成され、前記着用者の顔面を覆う本体部と、飛来物が前
記着用者の体に接触するのを防止するために前記本体部
の下端部に一体的に前記着用者から離れる方向へ突出さ
せて形成された庇部２１７とを有する。
【選択図】図２２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の頭部を保護する帽体に取り付けられて前記着用者の顔面を覆うシールド部材で
あって、
　透明体もしくは半透明体で湾曲した板状に形成され、前記着用者の顔面を覆う本体部と
、
　飛来物が前記着用者の体に接触するのを防止するために前記本体部の下端部に一体的に
形成された庇部と、
　を有することを特徴とするシールド部材。
【請求項２】
　請求項１に記載のシールド部材において、
　前記庇部の幅方向の中央部に、前記着用者側へ凹んで下端側へ開放する凹部が設けられ
ている、
　ことを特徴とするシールド部材。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のシールド部材と、
　着用者の頭部を保護する帽体と、
　前記シールド部材が前記帽体に収納される収納位置と前記シールド部材が前記着用者の
顔面を覆う被覆位置との間を移動できるように、前記シールド部材をガイドするガイド手
段と、
　を有し、
　前記シールド部材を前記収納位置に位置させた状態で、前記シールド部材の庇部と前記
帽体の庇部との間に隙間が形成される、
　ことを特徴とする保護帽。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シールド部材および保護帽に係り、特に、着用者の顔面を覆うように構成さ
れているものに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、住宅の建築作業中に、釘打機で釘が跳ね返り作業者の目に刺さる等の事故対策と
して、作業者の目を保護するシールド（透明もしくは半透明なシールド板）付き保護帽（
ヘルメット）が知られている（たとえば、特許文献１～特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－０４９３１６号公報
【特許文献２】特開２００３－２５３５１９号公報
【特許文献３】特開２００３－０８２５１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来の保護帽に設けられているシールド板は、たとえば、透明な樹
脂等で平板状に形成されている素材を加熱し変形して、湾曲した形状に形成してある。
【０００５】
　したがって、シールド板の部位にかかわらずシールド板の厚さがほぼ一定であり、着用
者がシールド板を介して物を見るときに、シールド板の中央部を介して見る像が歪むこと
はほとんど無いが、シールド板の周辺部を介して見る像が歪んでしまうという問題がある
。
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【０００６】
　すなわち、保護帽を着用者が被りシールド板で着用者の顔面を覆った状態で、着用者が
正面（真前）を見る場合には、着用者が見る画像は、ほとんど歪まないが、着用者が眼球
を左右や上下に動かして視線を左右上下方向にずらすと、着用者が見る画像が歪んでしま
うという問題がある。
【０００７】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、着用者の顔面を覆うシールド部材
とこのシールド部材が設置される保護帽において、着用者がシールド部材の周辺部を介し
てものを見たときであっても、像の歪みを極力少なくすることができるシールド部材およ
び保護帽を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１に記載の発明は、着用者の頭部を保護する帽体に取り付けられて前記着用者の
顔面を覆うシールド部材であって、透明体もしくは半透明体で湾曲した板状に形成され、
前記着用者の顔面を覆う本体部と、飛来物が前記着用者の体に接触するのを防止するため
に前記本体部の下端部に一体的に形成された庇部とを有することを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のシールド部材において、前記庇部の幅方向
の中央部に、前記着用者側へ凹んで下端側へ開放する凹部が設けられていることを特徴と
する。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載のシールド部材と、着用者の
頭部を保護する帽体と、前記シールド部材が前記帽体に収納される収納位置と前記シール
ド部材が前記着用者の顔面を覆う被覆位置との間を移動できるように、前記シールド部材
をガイドするガイド手段とを有し、前記シールド部材を前記収納位置に位置させた状態で
、前記シールド部材の庇部と前記帽体の庇部との間に隙間が形成される保護帽である。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、着用者の顔面を覆うシールド部材とこのシールド部材が設置される保
護帽において、着用者がシールド部材の周辺部を介してものを見たときであっても、像の
歪みを極力少なくすることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る保護帽１を、着用者が被ったときの斜視図である
。
【図２】保護帽１を着用者が被ったときの正面図である。
【図３】保護帽１を着用者が被ったときの側面図である。
【図４】保護帽１を着用者が被ったときの斜視図である。
【図５】保護帽１を着用者が被ったときの正面図である。
【図６】保護帽１を着用者が被ったときの側面図である。
【図７】保護帽１の断面図である。
【図８】保護帽１を内側から見たときの斜視図である。
【図９】ガイド部材１１とシールド板５とを組立てた状態を示す斜視図である。
【図１０】ガイド部材１１とシールド板５とを組立てた状態を示す斜視図である。
【図１１】シールド板５の概略構成を示す斜視図である。
【図１２】シールド板５の概略構成を示す正面図である。
【図１３】シールド板５の概略構成を示す側面図である。
【図１４】図１２におけるＸＩＶ矢視図である。
【図１５】図１２におけるＸＶ－ＸＶ断面を示す図である。
【図１６】図１２におけるＸＶＩ－ＸＶＩ断面を示す図である。
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【図１７】ガイド部材１１の概略構成を示す正面図である。
【図１８】図１７におけるＸＶＩＩＩ矢視図である。
【図１９】図１７におけるＸＩＸ矢視図である。
【図２０】シールド板５の断面を示す図であって図１６に対応した図である。
【図２１】本発明の第２の実施形態に係る保護帽２０１を、着用者が被ったときの斜視図
である。
【図２２】保護帽２０１を、着用者が被ったときの斜視図である。
【図２３】保護帽２０１の断面図である。
【図２４】保護帽２０１を内側から見たときの斜視図である。
【図２５】保護帽２０１を内側から見たときの斜視図である。
【図２６】図２３におけるＸＸＶＩ－ＸＸＶＩ断面である。
【図２７】保持手段２６１の具体的構成を示す図である。
【図２８】本発明の第３の実施形態に係る保護帽３０１の概略構成を示す図である。
【図２９】保護帽３０１の帽体３０３と汎用の保護帽の帽体３００との外形の違いを示す
図である。
【図３０】保護帽３０１の断面図である。
【図３１】着用者が保護帽３０１を被った状態を示す図である。
【図３２】内側部材３２１の概略構成を示す斜視図である。
【図３３】図２８におけるＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ断面図である。
【図３４】保護帽３０１の変形例を示す図である。
【図３５】本発明の第４の実施形態に係る保護帽３５１の概略構成を示す図である。
【図３６】保護帽３５１の概略構成を示す図である。
【図３７】図３６のＸ部の拡大図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　［第１の実施形態］
　図１、図４は、本発明の第１の実施形態に係る保護帽１を、着用者が被ったときの斜視
図であり、図２、図５は、保護帽１を着用者が被ったときの正面図であり、図３、図６は
、保護帽１を着用者が被ったときの側面図である。
【００１４】
　なお、図１、図２、図３は、シールド板５を収納位置Ｐ１に位置させた状態を示してお
り、図４、図５、図６は、シールド板５を被覆位置Ｐ３に位置させた状態を示している。
【００１５】
　図７は、保護帽１の中心を通り保護帽１の前後上下方向に展開する平面による保護帽１
の断面図であり、図８は、保護帽１を内側から見たときの斜視図である。なお、図７（ｂ
）は、図７（ａ）のＢ部の拡大図である。
【００１６】
　図９、図１０は、ガイド部材１１とシールド板５とを組立てた状態を示す斜視図である
。なお、図９は、シールド板５を収納位置Ｐ１に位置させた状態を示しており、図１０は
、シールド板５を被覆位置Ｐ３に位置させた状態を示している。
【００１７】
　図１１は、シールド板５の概略構成を示す斜視図であり、図１２は、シールド板５の概
略構成を示す正面図であり、図１３は、シールド板５の概略構成を示す側面図であり、図
１４は、図１２におけるＸＩＶ矢視図であり、図１５は、図１２におけるＸＶ－ＸＶ断面
を示す図であり、図１６は、図１２におけるＸＶＩ－ＸＶＩ断面を示す図である。
【００１８】
　図１７は、ガイド部材１１の概略構成を示す正面図であり、図１８は、図１７における
ＸＶＩＩＩ矢視図であり、図１９は、図１７におけるＸＩＸ矢視図である。
【００１９】
　保護帽（シールド面付きヘルメット）１は、たとえば、ほぼ左右対称に形成されている
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帽体３とシールド板５とシールド板５をガイドするガイド手段７とを備えて構成されてい
る。
【００２０】
　帽体３は、着用者の頭部を保護するためのものであり、椀状（たとえば、半球殻状）に
形成されている。
【００２１】
　ここで、半球殻とは、所定の半径の第１の球から、この第１の球の半径よりも僅かに小
さい半径で前記第１の球と中心が一致する第２の球を取り除いた形状の立体を、前記各球
の中心もしくはこの近傍を通る平面で２分割したときに形成される一方の立体である。
【００２２】
　帽体３は、「半球殻状」に形成されているのであって、完全な「半球殻」な形状に形成
されているわけではない。すなわち、帽体３は、着用者の頭部の形状に合うようにする等
のために、曲率半径が適宜変化している形状に形成されている。また、帽体３の開口部（
淵；下端）９も、完全な円形ではなく、着用者の頭部の形状に合うようにする等のために
、曲率半径が適宜変化している円形状に形成されている。
【００２３】
　帽体３が半球殻状に形成されていることにより、直立している着用者が保護帽１を被っ
た場合、帽体３の開口部９は、ほぼ水平になっており、開口部９は、着用者の耳よりも僅
かに上側に位置しており、着用者の耳が露出している（図１～図６参照）。なお、帽体３
の開口部９の前側には、庇部１０が設けられている。
【００２４】
　シールド板（面体；シールド部材）５は、着用者の顔面のほぼ総てを保護するためのも
のであり、樹脂等の透明な材料で構成されている。
【００２５】
　ガイド手段７は、シールド板５が帽体３に対して移動するときに、シールド板５をガイ
ドする手段であり、ガイド手段７でガイドされることにより、シールド板５が、収納位置
Ｐ１と被覆位置Ｐ３との間で、円弧状の軌跡を描いて移動するようになっている。収納位
置Ｐ１は、シールド板５が、帽体３の前側内部に収納される位置であり、被覆位置Ｐ３は
、シールド板５が、着用者の顔面（頭部の前面）のほぼ総てを覆う位置である。
【００２６】
　ガイド手段７でガイドされるシールド板５は、帽体３から容易には分離されないように
なっていると共に、保護帽１の左右方向に移動することは無く、保護帽１（帽体３）の左
右方向に延びた所定の軸Ｃ１（図３、図６、図７参照）を回動中心として移動（回動）す
るようになっている。所定の軸Ｃ１は、着用者の耳の後方に部位を通って、帽体３の左右
方向（図３、図６、図７の紙面に直交する方向）に延びている。
【００２７】
　ガイド手段７は、たとえば、ガイド部材１１に設けられたガイド部１３と、シールド板
５に設けられた係合部１５とを備えて構成されている。
【００２８】
　ガイド部１３は、円弧状に形成されている。ガイド部材１１を帽体３に設置した状態で
は、所定の軸Ｃ１を中心にして、帽体３の前側の内部で、ガイド部１３が帽体３に一体的
に設けられている。また、ガイド部１３は、ガイド部材１１のたとえば幅方向の両端部と
中央部とに設けられている。
【００２９】
　シールド板５は、湾曲した板状に形成されている。シールド板５の幅方向のたとえば両
端側の部位と中央部とには、ガイド部１３に係合する係合部１５が設けられている。そし
て、係合部１５がガイド部１３に係合することにより、収納位置Ｐ１と被覆位置Ｐ３との
間で、シールド板５が移動するようになっている。
【００３０】
　収納位置Ｐ１にシールド板５が位置している状態について詳しく説明すると、この状態
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で、シールド板５が帽体３の内部に完全に収容されているわけではなく、シールド板５の
下端部（庇１７が設けられている下端部）とこの近傍の部位が、帽体３の下端部（帽体３
前側の開口部）９から下方に突出している。なお、庇（庇部）１７は、シールド板５の下
端部で反転している。すなわち、庇１７は、逆方向（着用者の顔面から離れる方向）に曲
がって延出している。これにより、飛来物がシールド板（被覆位置Ｐ３にあるシールド板
）５にあたっても、飛来物がシールド板５の表面を滑って、着用者の体に接触する事態を
回避することができる。
【００３１】
　収納位置Ｐ１にシールド板５が位置している状態において、シールド板５の下端部やこ
の近傍の部位が帽体３の下端部９から下方に突出していても、着用者の邪魔になることは
なく、着用者は、シールド板５の存在をその視界で意識することなく保護帽１を被ること
ができるようになっている。また、シールド板５の上端部は、帽体３の頂上部付近に位置
している。なお、シールド板５の庇１７を削除し、収納位置Ｐ１にシールド板５が位置し
ている状態において、シールド板５が帽体３の内部に完全に収容される構成であってもよ
い。
【００３２】
　被覆位置Ｐ３にシールド板５が位置している状態では、シールド板５の下端部が、着用
者の顎よりも下側に位置して、シールド板５が着用者の顔面のほぼ総てを覆っている。す
なわち、正面から見た場合、シールド板５によって、着用者の顔面の総てが覆われている
（図４～図６参照）。また、シールド板５の上端部は、帽体３の下端部（帽体３の前側の
開口部９）の近傍で帽体３の内部に位置している。
【００３３】
　ガイド部材１１は、中央部位１９と第１の側方部位２１と第２の側方部位２３とを備え
て一体的に構成されている。中央部位１９は、球面状の曲面を備えて板状（湾曲した板状
）に形成されている。第１の側方部位２１は、中央部位１９の幅方向の一端部側で中央部
位１９に一体的に設けられている。第２の側方部位２３は、中央部位１９の幅方向の他端
部側で中央部位１９に一体的に設けられている。
【００３４】
　第１の側方部位２１は、基端部側部位（中央部位１９側の部位）２５と先端部側部位２
７とで構成されており、第２の側方部位２３も同様にして、基端部側部位（中央部位１９
側の部位）２９と先端部側部位３１とで構成されている。そして、各部位２５，２９にガ
イド部１３の一部が形成されている。
【００３５】
　また、第１の側方部位２１の先端部側部位２７と第２の側方部位２３の先端部側部位３
１とが帽体３に係合して（たとえば帽体３の側方の下側内面に面接触して）、ガイド部材
１１が帽体３に一体的に設けられている。
【００３６】
　シールド板５は、帽体３と中央部位１９および各側方部位２１，２３の基端部側部位２
５，２９との間に形成された空間内に入り込んで、帽体３の内部に収納されるようになっ
ている。
【００３７】
　第１の側方部位２１の先端部側部位２７は、帽体３の一方の側方の下側内面と面接触す
る曲面を備えた板状（湾曲した板状）に形成されており、第２の側方部位２３の先端部側
部位３１も同様にして、帽体３の他方の側方の下側内面と面接触する曲面を備えた板状（
湾曲した板状）に形成されている。
【００３８】
　第１の側方部位２１の基端部側部位２５は、起立部位３３と連結部位３５とを備えて構
成されている。起立部位３３は、細長い板状に形成されており、幅方向が起立方向になる
ようにして、第１の側方部位２１の先端部側部位２７から、交差する方向で斜め起立して
いる。連結部位３５は、細長い板状に形成されており、幅方向の一端部が中央部位１９に
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一体的に設けられ、幅方向の他端部が起立部位３３に一体的に設けられて、起立部位３３
と中央部位１９とをつないでいる。
【００３９】
　ガイド部材１１が帽体３に一体的に設けられた状態では、起立部位３３が帽体３の内面
から斜め前方の方向（帽体３の内側方向）に立ち上がっており、連結部位３５（連結部位
３５の厚さ方向の各面）が、保護帽１のほぼ前後上下方向に展開している。
【００４０】
　同様にして、第２の側方部位２３の基端部側部位２９は、起立部位４１と連結部位４３
とで構成されている。
【００４１】
　ガイド部材１１のガイド部１３は、連結部位３５に形成された円弧状の長孔３９と、連
結部位４３に形成された円弧状の長孔４７と、ガイド部材１１の幅方向の中央部でガイド
部材１１の上下方向に延びて形成されている被係合部６３（溝６５；中央部位１９の中央
部）とで構成されている。
【００４２】
　シールド板５の係合部１５は、シールド板５の幅方向の両端部に設けられている各係合
片５１，５９と、シールド板５に設けられている突起３７とで構成されている。
【００４３】
　係合片５１は、図８、図９、図１０、図２６で示すように、シールド板５の幅方向の一
端側の上端部側でシールド板５の内側に突出して、シールド板５に一体的に設けられてい
る。係合片５１は、円柱状の基端部５３と、基端部５３よりも外径が大きい円板状に形成
された傘部５５とを備えた傘状に形成されている。係合片５１は、ガイド部材１１の基端
部側部位２５に設けられている長孔３９に、長孔３９の幅よりも外径が僅かに小さい基端
部５３が入り込んで、滑り対偶をなして係合している。なお、傘部５５の外径は、長孔３
９の幅よりも大きくなっている。同様にして、シールド板５の幅方向の他方の側には、係
合片５９とが設けられており、係合片５９が長孔４７に係合している。
【００４４】
　突起３７は、図１２～図１４で示すように、シールド板５の幅方向では中央部で、シー
ルド板５の上下方向では上端部側で、シールド板５の内側（凹面側）に突出してシールド
板５に一体的に設けられている。
【００４５】
　溝６５の長手方向の両端部には、ガイド部材１１を貫通している部位６７，６９が形成
されている。溝６５の長手方向の中間部には、ガイド部材１１の内側に凹んでいる細長い
板状のガイド凹部７０が形成されている。そして、係合片５１が長孔３９に係合し、係合
片５９が長孔４７に係合し、突起３７の先端部が、ガイド凹部７０に滑り対偶をなして係
合することにより、シールド板５が、ガイドされて移動するようになっている。
【００４６】
　ガイド部材１１を帽体３の内部に設置したときには、図７で示すように、保護帽１の前
側では、外側に帽体３、内側にガイド部材１１が位置した二重構造になっており、帽体３
とガイド部材１１との間に、シールド板５が入り込むようになっている。
【００４７】
　ガイド部材１１を帽体３に設置したときには、連結部位３５（４３）の円弧状の長孔３
９（４７）の中心は、所定の軸Ｃ１（図３、図６、図７参照）と一致する。したがって、
シールド板５は、所定の軸Ｃ１を中心にして回動するようになっている。
【００４８】
　また、ガイド部材１１の中央部位１９の断面（図７に示す断面）は、中心が所定の軸Ｃ
１である円弧状に形成されている。また、シールド板５の断面（図７に示す断面）は、所
定の軸Ｃ３を中心とする円弧状に形成されている。所定の軸Ｃ３は、所定の軸Ｃ１と平行
に延びており所定の軸Ｃ１よりも僅かに上方で後方に位置している。
【００４９】
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　ガイド部材１１の中央部位１９の曲率半径が長孔３９（４７）の曲率半径よりも大きく
なっており、ガイド部材１１の中央部位１９の曲率半径と、シールド板５の曲率半径とは
、お互いがほぼ等しくなっている。
【００５０】
　また、図７で示す断面では、シールド板５が収納位置Ｐ１に位置している場合、ガイド
部材１１の中央部位１９の上端部と、シールド板５の上端部とが、帽体３の上下方向では
帽体３の上側に位置しており、帽体３の前後方向では、帽体３の中央部に位置している。
また、ガイド部材１１の中央部位１９の下端部と、シールド板５の下端部とが、帽体３の
前方の下端部の近くに位置している。
【００５１】
　また、保護帽１には、シールド板５を保持する保持手段６１が設けられている。保持手
段６１は、シールド板５が収納位置Ｐ１や被覆位置Ｐ３に位置しているときに、シールド
板５が帽体３に対して容易に移動しないように、シールド板５を保持する手段である。
【００５２】
　保持手段６１は、たとえば、シールド板５に設けられている突起３７と、ガイド部材１
１に設けられている被係合部６３とで構成されている。被係合部６３は、ガイド部材１１
の幅方向の中央部でガイド部材１１の上下方向に延びて形成されている溝６５を備えて構
成されている。
【００５３】
　ガイド溝６５における長手方向の一端部（上端部）側の部位６７は、中央部よりも狭い
幅Ｂ１に形成されており、ガイド溝６５における長手方向の他端部（下端部）側の部位６
９も、同様にしては、狭い幅Ｂ１に形成されている。また、シールド板５に設けられてい
る円柱状の突起３７の外径Ｄ１が、幅Ｂ１よりもごく僅かに大きく形成されている。
【００５４】
　そして、シールド板５が収納位置Ｐ１に位置しているときには、突起３７が上端部側の
部位６７に入り込み、シールド板５が容易には移動しないようになっている。また、シー
ルド板５が被覆位置Ｐ３に位置しているときには、突起３７が下端部側の部位６９に入り
込み、シールド板５が容易には移動しないようになっている。
【００５５】
　ところで、保護帽１には、図示しない内装体（たとえばハンモック）が設けられており
、帽体３やガイド部材１１には、ハンモックを係止するための複数の係止部７１が設けら
れている。各係止部７１のうちで後側に位置している各係止部７１Ａは、帽体３の内面に
一体的に設けられており、各係止部７１のうちで前側に位置している各係止部７１Ｂは、
ガイド部材１１の内面に一体的に設けられている。
【００５６】
　ここで、シールド板５についてさらに詳しく説明する。
【００５７】
　シールド板５は、前述したように、着用者の頭部を保護する帽体３に設置されて着用者
の顔面のたとえばほぼ総てを覆うものであり、透明体もしくは半透明体で湾曲した板状に
形成されている。
【００５８】
　シールド板５は、厚さ方向の一方の側が凹状で厚さ方向の他方の側が凸状である湾曲し
た板状に形成されている。そして、中央部から周辺部に向かうにしたがって、厚さが徐々
に薄くなっている（図１５、図１６参照）。なお、シールド板５は、たとえば、アクリル
やポリカーボネイト等の樹脂で構成されており、射出成形で成形されている。また、シー
ルド板５は、ＡＮＳＩ規格に応じて、１．６ｍｍ～２．０ｍｍ程度の厚さで形成されてお
り、高速衝撃試験を施しても割れないようになっている。
【００５９】
　シールド板５が湾曲した板状に形成されていることにより、着用者の顔面側であるシー
ルド板５の内側の面（厚さ方向の一方の面）が凹状に形成されており、厚さ方向の他方の
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面である外側の面が凸状に形成されている。また、シールド板５は、左右方向の曲率半径
が上下方向の曲率半径よりも小さく形成されており、左右方向における厚さの変化の割合
が、上下方向における厚さの変化の割合よりも大きく形成されている（図１５、図１６参
照）。なお、シールド板の上下方向における円弧の中心は、軸Ｃ３と一致している。一方
、シールド板５の左右方向における円弧の中心は、たとえば、帽体３の開口部９の中心を
通る軸とほぼ一致している。
【００６０】
　さらに、シールド板５は、本体部７３と庇部１７とを備えて構成されており、本体部７
３が、前述したように湾曲した板状に形成されている。シールド板５の本体部７３の凸面
（凹面）は、所定の３次曲面に近似した所定形状に形成されている。上記所定の３次曲面
は、軸方向の中央部が膨らんだ円柱状の形状である樽状の立体の側面を、前記軸を含む第
１の平面と、前記軸を含んで前記第１の平面と所定の角度で交差する第２の平面とで切断
したときに得られる４つの３次曲面のうちの１つの曲面である。
【００６１】
　なお、図１２で示すように、シールド板５の本体部７３の上端や左右方向の両端は、正
面から見た場合に直線状に形成されており、シールド板５の本体部７３の下端は、下に凸
な円弧状に形成されている。
【００６２】
　庇部１７は、上述したように、本体部７３の下方で本体部７３とは反対側に曲がって突
出している。
【００６３】
　より詳しく説明すると、庇部１７は、図１２で示すように、正面から見た場合に三日月
形状で板状に形成されており、三日月形状の凹状に形成されている部位がシールド板５の
本体部７３の下端につながって、本体部７３の下端から下方に突出して本体部７３と一体
になっている。また、図１３（図６）で示すように、直立している着用者が帽体３を被り
シールド板５で着用者の顔面を覆ったとき、庇部１７は、この上端（本体部７３側の端）
から下端に向かうにしたがって、着用者の顔面から離れる方向（前方）に突出している。
【００６４】
　また、庇部１７の幅方向の中央部には、本体部７３の内側（後側；着用者の顔面側）に
所定の幅で凹んでいる凹部７５が形成されている。
【００６５】
　ここで、保護帽１を着用してシールド板５を出入りさせる動作について説明する。
【００６６】
　まず、シールド板５が収納位置Ｐ１に位置している状態で、着用者が保護帽１を被る。
シールド板５を被覆位置Ｐ３に位置させて作業をする必要がある場合には、シールド板５
の下端部（たとえば庇部１７）を、下方に引っ張ってシールド板５を下方に移動させると
、突起３７がガイド溝６５の下端部側の部位６９に入り込み、シールド板５が被覆位置Ｐ
３に位置し、シールド板５が被覆位置Ｐ３からは容易には移動しないようになる。
【００６７】
　一方、被覆位置Ｐ３に位置しているシールド板５を、収納位置Ｐ１に位置させる場合に
は、シールド板５を押し上げて上方に移動させると、突起３７がガイド溝６５の上端部側
の部位６７に入り込み、シールド板５が収納位置Ｐ１に位置し、シールド板５が収納位置
Ｐ１からは容易には移動しないようになる。
【００６８】
　保護帽１によれば、シールド板５が、この中央部から周辺部に向かうにしたがって、厚
さが徐々に薄くなっている構成であるので、着用者がシールド板５を介して正面を見た場
合における光路長（シールド板内における光路長）と、着用者がシールド板５を介して周
辺を見た場合とにおける光路長（シールド板内における光路長）との差を小さくすること
ができ、着用者がシールド板５の周辺部を介してものを見たときであっても、像の歪みを
極力少なくすることができる。
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【００６９】
　すなわち、図２０（シールド板５の断面を示す図であって図１６に対応した図）に示す
ように、シールド板５における光路長Ｌ１１と光路長Ｌ２１との差が小さくなっており、
光路長Ｌ１１と光路長Ｌ３１との差が小さくなっているので、像の歪みを極力少なくする
ことができる。
【００７０】
　ここで、図２０に示す参照符号Ｆ０は、本実施形態に係るシールド板５の外側の面（凸
面）を示しており、参照符号Ｆ１は、本実施形態に係るシールド板５の内側の面（凹面）
を示している。これにより、本実施形態に係るシールド板５の厚さが、中央部から周辺部
に向かうにしたがって、徐々に薄くなっている。一方、参照符号Ｆ０は、従来のシールド
板の外側の面を示しており、参照符号Ｆ２は、従来のシールド板の内側の面を示しており
、これにより、従来のシールド板の厚さは一定になっている。
【００７１】
　参照符号Ｒ１は、正面から着用者の目ＥＹに入る光の光路を示しており、参照符号Ｒ２
、Ｒ２ａは、側面側（シールド板の周辺部）から着用者の目ＥＹに入る光の光路を示して
おり、参照符号Ｒ３、Ｒ３ａは、さらなる側面側から着用者の目ＥＹに入る光の光路を示
している。
【００７２】
　正面から着用者の目ＥＹに入る光（光路Ｒ１の光）のシールド板５における光路長（本
実施形態に係るシールド板５における光路長）Ｌ１１と光路長（従来のシールド板におけ
る光路長）Ｌ１２とは、お互いの長さが等しくなっている。
【００７３】
　一方、空気の屈折率に比べてシールド板の屈折率が大きいので、スネルの法則により、
側面側から着用者の目ＥＹに入る光（光路Ｒ２、Ｒ２ａの光）のシールド板における光路
長（従来のシールド板における光路長）Ｌ２２に比べて、光路長（本実施形態に係るシー
ルド板５における光路長）Ｌ２１が短くなっており、光路長Ｌ２１の長さは、光路長Ｌ１
１の長さとほぼ等しくなっている。同様にして、光路長Ｌ３２に比べて、光路長Ｌ３１が
短くなっており、光路長Ｌ３１の長さは、光路長Ｌ１１の長さとほぼ等しくなっている。
これにより、像の歪みを極力少なくすることができるようになっている。
【００７４】
　また、保護帽１によれば、シールド板５の左右方向における曲率半径が上下方向におけ
る曲率半径よりも小さく形成されており、左右方向における厚さの変化の割合が、上下方
向における厚さの変化の割合よりも大きく形成されているので、着用者の顔面形態に合わ
せて、着用者がシールド板５の周辺部を介してものを見るときにおける像の歪みを極力少
なくすることができる。
【００７５】
　すなわち、シールド板５の上下方向の曲率半径が左右方向の曲率半径よりも大きく形成
されているので、着用者の顔面の形状に適合して着用者の顔面を覆うことができる。また
、シールド板５の上下方向の曲率半径が左右方向の曲率半径よりも大きくなっているので
、シールド板５の上下方向における厚さの変化の割合を左右方向における厚さの変化の割
合より小さくして、像の歪みを極力少なくしている。
【００７６】
　また、保護帽１によれば、シールド板５の庇部１７が、本体部７３の下方で本体部７３
とは反対側（逆方向；着用者の顔面から離れる方向）に曲がって突出しているので、上述
したように、飛来物がシールド板５にあたっても、飛来物がシールド板５の表面を滑って
、着用者の体に接触する事態を回避することができる。
【００７７】
　すなわち、図６に矢印Ａ６で示すように、斜め上方から飛来してきた飛来物が、シール
ド板５の下方に浅い角度で衝突すると、衝突して跳ね返った飛来物が、着用者の胸や腹ま
で到達するおそれがある。なお、図６では、着用者が水平方向を向いているので、上記お
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それは、少ないが、着用者が上方を向いて作業をしているときには、上記衝突して跳ね返
った飛来物が、重力の影響で着用者の胸や腹まで到達するおそれが高くなる。しかし、庇
部１７が設けられているので、上記衝突して跳ね返った飛来物が、庇部１７に再衝突し着
用者から離れた箇所に落下するようになっており、着用者の体まで到達する事態を回避す
ることができる。
【００７８】
　また、保護帽１によれば、凹部７５が設けられていることにより、保護帽１の着用者が
シールド板５を操作しやすくなっている。
【００７９】
　すなわち、たとえば、シールド板５が収納位置Ｐ１に存在している状態では、シールド
板５の庇部１７に凹部７５が設けられているので、シールド板５の庇部１７と帽体３の庇
部１０との間に、着用者が指を入れることができる隙間が形成されている。そして、収納
位置Ｐ１に存在しているシールド板５を被覆位置Ｐ３に位置させる場合、上記隙間に着用
者が指を入れてシールド板５を容易に下方に移動させて被覆位置Ｐ３に位置させることが
できる。
【００８０】
　さらに、保護帽１によれば、シールド板５が常に帽体３に設置されており、また、ガイ
ド手段７により、シールド板５が所定の軸Ｃ１を中心にして回動して移動するようになっ
ているので、シールド板５の付け忘れを防止することができると共に、帽体３を大きくせ
ず従来の形状をほぼ保ったままで、シールド板５の移動ストロークを長くすることができ
る。そして、シールド板５の長さ（高さ）が、着用者の顔面のほぼ総てを覆うことができ
る長さであっても、着用者の邪魔にならないように、シールド板５を帽体３の内部にほぼ
納めることができる。
【００８１】
　また、帽体３が、着用者の耳部を覆う部位が除去された形状である半球殻状に形成され
ているので、保護帽１が小型化されて質量が軽減されていると共に着用者に放感を与える
ことができる。
【００８２】
　また、保護帽１によれば、シールド板５が、円弧状のガイド部１３でガイドされ円弧状
の軌跡を描いて移動するので、シールド板５の移動ストロークをさらに長くすることがで
き、着用者の顔面のほぼ総てを覆うことができる長さのシールド板５を採用しても、着用
者の邪魔にならないように、シールド板５を帽体３の内部にほぼ納めることが一層容易に
なる。
【００８３】
　また、保護帽１によれば、円弧状のガイド部１３が所定の軸Ｃ１を中心にした円弧状に
形成れて帽体３の内部に設けられているので、着用者の耳を覆うことがない半球殻状の帽
体３を採用することができる。すなわち、シールド板５を所定の軸Ｃ１のところで帽体に
支持させる構成であると、シールド板５を支持する回動軸（シールド板５の軸Ｃ１のとこ
ろに位置している回動軸）を帽体３に別途設けなければならず、これにより、帽体３に耳
部（着用者の耳部を覆う部位）等を設ける必要が生じ、帽体３を半球殻状にすることがで
きなくなる。しかし、保護帽１は、帽体３に耳部を設けることなく帽体３の形状を半球殻
状にすることができる。
【００８４】
　また、保護帽１によれば、ガイド部材１１が一体的に構成されており、帽体３の左右方
向の２箇所で帽体３に接触して一体的に設けられているので、ガイド部材１１自体の剛性
と、ガイド部材１１を帽体３に取り付けたときの取り付け剛性とが高くなっている。
【００８５】
　また、内装体を構成するハンモックを係止する係止部７１Ｂを、ガイド部１３やシール
ド板５との干渉を避けて、ガイド部材１１の中央部位１９の内側に設けることができる。
【００８６】
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　なお、シールド板として、着用者の顔の上半分のみを覆うハーフタイプのものを採用し
てもよい。
【００８７】
　［第２の実施形態］
　図２１、図２２は、本発明の第２の実施形態に係る保護帽２０１を、着用者が被ったと
きの斜視図であり、図２３は、保護帽２０１の断面図であり、図２４、図２５は、保護帽
２０１を内側から見たときの斜視図である。
【００８８】
　なお、図２１、図２４は、シールド板２０５を収納位置Ｐ２０１に位置させた状態を示
しており、図２２、図２５は、シールド板２０５を被覆位置Ｐ２０３に位置させた状態を
示している。また、図２３は、保護帽２０１の中心を通り保護帽２０１の前後上下方向に
展開する平面による断面図である。
【００８９】
　保護帽（シールド面付きヘルメット）２０１は、たとえば、ほぼ左右対称に形成されて
いる帽体２０３とシールド板２０５とシールド板２０５をガイドするガイド手段２０７と
を備えて構成されている。
【００９０】
　帽体２０３は、着用者の頭部を保護するためのものであり、椀状（たとえば、半球殻状
）に形成されている。
【００９１】
　帽体２０３は、帽体３と同様に、「半球殻状」に形成されているのであって、完全な「
半球殻」な形状に形成されているわけではない。すなわち、帽体２０３は、着用者の頭部
の形状に合うようにするために、曲率半径が適宜変化している形状に形成されている。ま
た、帽体２０３の開口部（淵；下端）２０９も、完全な円形ではなく、着用者の頭部の形
状に合うようにするために、曲率半径が適宜変化している円形状に形成されている。
【００９２】
　帽体２０３が半球殻状に形成されていることにより、帽体２０３の外面および内面は、
急な曲がり部分が存在しない滑らかな球面状になっている。また、帽体２０３が半球殻状
に形成されていることにより、直立している着用者が保護帽２０１を被った場合、帽体２
０３の開口部２０９は、ほぼ水平になっており、開口部２０９は、着用者の耳よりも僅か
に上側に位置しており、着用者の耳が露出している（図２１、図２２参照）。
【００９３】
　シールド板（面体；シールド部材）２５は、第１の実施形態に係るシールド板５と同様
にして、着用者の顔面のほぼ総てを保護するためのものであり、樹脂等の透明な材料で構
成されている。
【００９４】
　ガイド手段２０７は、ガイド手段７と同様にして、シールド板２０５が帽体２０３に対
して移動するときに、シールド板２０５をガイドする手段であり、ガイド手段２０７でガ
イドされることにより、シールド板２０５が、収納位置Ｐ２０１と被覆位置Ｐ２０３との
間で、帽体２０３の内部の曲面（凹な球面状に形成された帽体２０３の前側の内部曲面）
に沿って円弧状の軌跡を描いて移動するようになっている。収納位置Ｐ２０１は、シール
ド板２０５が、帽体２０３の前側内部に収納される位置であり、被覆位置Ｐ２０３は、シ
ールド板２０５が、着用者の顔面（頭部の前面）のほぼ総てを覆う位置である。
【００９５】
　ガイド手段２０７でガイドされるシールド板２０５は、帽体２０３から容易には分離さ
れないようになっていると共に、保護帽２０１の左右方向に移動することは無く、保護帽
２０１（帽体２０３）の左右方向に延びた所定の軸Ｃ２０１（図２３参照）を回動中心と
して移動（回動）するようになっている。所定の軸Ｃ２０１は、着用者の左右の耳のとこ
ろを通って、帽体２０３の左右方向（図２０３の紙面に直交する方向）に延びている。
【００９６】
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　ガイド手段２０７は、たとえば、ガイド部材２１１に設けられたガイド部２１３と、シ
ールド板２０５に設けられた係合部２１５とを備えて構成されている。
【００９７】
　ガイド部２１３は、円弧状（完全な円弧ではなく円弧に近い形状）に形成されており、
ガイド部２１３が帽体２０３の前側の内面に沿うようにして（たとえば、ほぼ平行になる
ようにして）、ガイド部材２１１が、帽体２０３の前側の内部で帽体２０３に一体的に設
けられている。ガイド部２１３は、ガイド部材２１１のたとえば幅方向の両端部に設けら
れている。
【００９８】
　シールド板２０５は、帽体２０３の前側内面に沿った球面状の曲面（たとえば、帽体２
０３の前側の面よりも曲率半径が僅かに小さい曲面）を備えた板状（湾曲した板状）に形
成されている。シールド板２０５の幅方向の両端側の部位には、ガイド部２１３に係合す
る係合部２１５が設けられている。そして、係合部２１５がガイド部２１３に係合するこ
とにより、収納位置Ｐ２０１と被覆位置Ｐ２０３との間で、シールド板２０５が移動する
ようになっている。
【００９９】
　収納位置Ｐ２０１にシールド板２０５が位置している状態について詳しく説明すると、
この状態で、シールド板２０５が帽体２０３の内部に完全に収容されているわけではなく
、シールド板２０５の下端部（庇２１７が設けられている下端部）とこの近傍の部位が、
帽体２０３の下端部（帽体２０３前側の開口部）２０９から下方に突出している。なお、
庇（庇部）２１７は、第１の実施形態の場合と同様にして、シールド板２０５の下端部で
反転している。すなわち、庇２１７は、逆方向（着用者の顔面から離れる方向）に曲がっ
て延出している。これにより、飛来物がシールド板（被覆位置Ｐ２０３にあるシールド板
）２０５にあたっても、飛来物がシールド板２０５の表面を滑って、着用者の体に接触す
る事態を回避することができる。なお、第１の実施形態の場合と同様にして、シールド板
２０５の幅方向の中央部に凹部７５を設けてもよい。
【０１００】
　収納位置Ｐ２０１にシールド板２０５が位置している状態においてシールド板２０５の
下端部やこの近傍の部位が帽体２０３の下端部２０９から下方に突出していても、着用者
の邪魔になることはなく、着用者は、シールド板２０５の存在をその視界で意識すること
なく保護帽２０１を被ることができるようになっている。また、シールド板２０５の上端
部は、帽体２０３の頂上部付近に位置している。なお、シールド板２０５の庇２１７を削
除し、収納位置Ｐ２０１にシールド板２０５が位置している状態において、シールド板２
０５が帽体２０３の内部に完全に収容される構成であってもよい。
【０１０１】
　被覆位置Ｐ２０３にシールド板２０５が位置している状態では、シールド板２０５の下
端部が、着用者の顎よりも下側に位置して、シールド板２０５が着用者の顔面のほぼ総て
を覆っている。すなわち、正面から見た場合、シールド板２０５によって、着用者の顔面
の総てが覆われている。シールド板２０５の上端部は、帽体２０３の下端部（帽体２０３
の前側の開口部２０９）の近傍で帽体２０３の内部に位置している。
【０１０２】
　ガイド部材２１１は、中央部位２１９と第１の側方部位２２１と第２の側方部位２２３
とを備えて一体的に構成されている。中央部位２１９は、帽体２０３の前側内面（凹な球
面状に形成された帽体２０３の内側曲面）に沿った球面状の曲面（たとえば、シールド板
２０５よりも曲率半径が僅かに小さい曲面）を備えて板状（湾曲した板状）に形成されて
いる。第１の側方部位２２１は、中央部位２１９の幅方向の一端部側で中央部位２１９に
一体的に設けられている。第２の側方部位２２３は、中央部位２１９の幅方向の他端部側
で中央部位２１９に一体的に設けられている。
【０１０３】
　第１の側方部位２２１は、基端部側部位（中央部位２１９側の部位）２２５と先端部側
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部位２２７とで構成されており、第２の側方部位２２３も同様にして、基端部側部位（中
央部位２１９側の部位）２２９と先端部側部位２３１とで構成されている。そして、各部
位２２５，２２９にガイド部２１３が形成されている。
【０１０４】
　また、第１の側方部位２２１の先端部側部位２２７と第２の側方部位２２３の先端部側
部位２３１とが帽体２０３に係合して（たとえば帽体２０３の側方の下側内面に面接触し
て）、ガイド部材２１１が帽体２０３に一体的に設けられている。
【０１０５】
　シールド板２０５は、帽体２０３と中央部位２１９および各側方部位２２１，２２３の
基端部側部位２２５，２２９との間に形成された空間内に入り込んで、帽体２０３の内部
に収納されるようになっている。
【０１０６】
　第１の側方部位２２１の先端部側部位２２７は、帽体２０３の一方の側方の下側内面と
面接触する曲面を備えた板状（湾曲した板状）に形成されており、第２の側方部位２２３
の先端部側部位２３１も同様にして、帽体２０３の他方の側方の下側内面と面接触する曲
面を備えた板状（湾曲した板状）に形成されている。
【０１０７】
　第１の側方部位２２１の基端部側部位２２５は、起立部位２３３と連結部位２３５とを
備えて構成されている。起立部位２３３は、細長い板状に形成されており、幅方向が起立
方向になるようにして、第１の側方部位２２１の先端部側部位２２７から、たとえばほぼ
直交する方向に起立している。連結部位２３５は、細長い板状に形成されており、幅方向
の一端部が中央部位２１９に一体的に設けられ、幅方向の他端部が起立部位２３３に一体
的に設けられて、起立部位２３３と中央部位２１９とをつないでいる。
【０１０８】
　ガイド部材２１１が帽体２０３に一体的に設けられた状態では、起立部位２３３が帽体
２０３の内面から直交する方向（帽体２０３の内側方向）に立ち上がっており、連結部位
２３５（連結部位２３５の厚さ方向の各面）が、保護帽２０１のほぼ前後上下方向に展開
している。
【０１０９】
　同様にして、第２の側方部位２２３の基端部側部位２２９は、起立部位２４１と連結部
位２４３とで構成されている。
【０１１０】
　そして、ガイド部２１３は、起立部位２３３の厚さ方向の一方の曲面（ガイド部材２１
１を帽体２０３に設置したときに、前側に位置している円弧状の曲面）２３７と、連結部
位２３５に形成された円弧状の長孔２３９と、起立部位２４１の厚さ方向の一方の曲面（
ガイド部材２１１を帽体２０３に設置したときに、前側に位置している凸な円弧状の曲面
）２４５と、連結部位２４３に形成された円弧状の長孔２４７とで構成されている。
【０１１１】
　シールド板２０５の係合部２１５は、シールド板２０５の幅方向の各端面２４９，２５
７と各係合片２５１，２５９とで構成されている。端面２４９は、シールド板２０５の幅
方向における一方の端面であり、起立部位２３３の曲面２３７と曲率半径がほぼ等しい凹
な円弧状に成されており、曲面２３７と線接触（より、精確には面接触）し、滑り対偶を
なして係合している。また、端面２５７は、シールド板２０５の幅方向における他方の端
面であり、端面２４９と同様に構成されて、起立部位２４１の曲面２４５と係合している
。
【０１１２】
　また、係合片２５１は、図２６（図２３におけるＸＸＶＩ－ＸＸＶＩ断面）で示すよう
に、シールド板２０５の幅方向の一端側の上端部側でシールド板２０５の内側に突出して
、シールド板２０５に一体的に設けられている。係合片２５１は、円柱状の基端部２５３
と、基端部２５３よりも外径が大きい円板状に形成された傘部２５５とを備えた傘状に形
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成されている。係合片２５１は、ガイド部材２１１の基端部側部位２２５に設けられてい
る長孔２３９に、長孔２３９の幅よりも外径が僅かに小さい基端部２５３が入り込んで、
滑り対偶をなして係合している。なお、傘部２５５の外径は、長孔２３９の幅よりも大き
くなっている。同様にして、シールド板２０５の幅方向の他方の側には、係合片２５９と
が設けられており、係合片２５９が長孔２４７に係合している。
【０１１３】
　ガイド部材２１１を帽体２０３の内部に設置したときには、図２３で示すように、保護
帽２０１の前側では、外側に帽体２０３、内側にガイド部材２１１が位置した二重構造に
なっており、帽体２０３とガイド部材２１１との間に、シールド板２０５が入り込むよう
になっている。
【０１１４】
　ガイド部材２１１を帽体２０３に設置したときには、起立部位２３３（２４１）の円弧
状の曲面２３７（２４５）の中心と連結部位２３５（２４３）の円弧状の長孔２３９（２
４７）の中心とはお互いがほぼ一致しており、これらの中心は、着用者の耳部に位置して
いる。したがって、シールド板２０５は、着用者の耳部を通って保護帽の左右方向に延び
ている軸Ｃ２０１（図２３参照）をほぼ中心にして回動するようになっている。ただし、
完全な円弧の軌跡で描いて回動するのではなく、円弧に近い円弧状の軌跡を描いて回動す
るようになっている。
【０１１５】
　また、起立部位２３３（２４１）の曲面２３７（２４５）が、連結部位２３５（２４３
）の長孔２３９（２４７）よりも回動中心軸Ｃ２０１側（内側）に位置しており、連結部
位２３５（２４３）の長孔２３９（２４７）の曲率半径が起立部位２３３（２４１）の曲
面の曲率半径よりも大きくなっている。
【０１１６】
　さらに、ガイド部材２１１の中央部位２１９の断面（図２３に示す断面）、シールド板
２０５の断面（図２３に示す断面）、帽体２０３の前側部位の断面（図２３に示す断面）
は、回動中心軸Ｃ２０１をほぼ中心とする円弧状に形成されている。そして、ガイド部材
２１１の中央部位２１９が連結部位２３５（２４３）の長孔２３９（２４７）の外側に位
置しており、シールド板２０５が、ガイド部材２１１の中央部位２１９よりも外側に位置
しており、帽体２０３の前側部位がシールド板２０５よりも外側に位置している。
【０１１７】
　ガイド部材２１１の中央部位２１９の曲率半径が長孔２３９（２４７）の曲率半径より
も大きくなっており、シールド板２０５の曲率半径がガイド部材２１１の中央部位２１９
の曲率半径よりも大きくなっており、帽体２０３の前側部位の曲率半径がシールド板２０
５の曲率半径よりも大きくなっている。
【０１１８】
　また、図２３で示す断面では、シールド板２０５が収納位置Ｐ２０１に位置している場
合、起立部位２３３（２４１）の曲面の上端部と、長孔２３９（２４７）の上端部と、ガ
イド部材２１１の中央部位２１９の上端部と、シールド板２０５の上端部とが、帽体２０
３の上下方向では帽体２０３の上側に位置しており、帽体２０３の前後方向では、帽体２
０３の中央部に位置している。また、起立部位２３３（２４１）の曲面２３７（２４５）
の下端部と、長孔２３９（２４７）の下端部と、ガイド部材２１１の中央部位２１９の下
端部と、シールド板２０５の下端部とが、帽体２０３の前方の下端部の近くに位置してい
る。
【０１１９】
　また、保護帽２０１には、シールド板２０５を保持する保持手段２６１が設けられてい
る。保持手段２６１は、シールド板２０５が収納位置Ｐ２０１や被覆位置Ｐ２０３に位置
しているときに、シールド板２０５が帽体２０３に対して容易に移動しないように、シー
ルド板２０５を保持する手段である。
【０１２０】
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　保持手段２６１は、たとえば、図２７に示すような各切り欠き２６３，２６５を備えて
構成されている。切り欠き２６３は、長孔２３９（２４７）の上端部で、長孔２３９（２
４７）につながって、長孔２３９（２４７）上方に向かって設けられている。切り欠き２
６５は、長孔２３９（２４７）の下端部で、長孔２３９（２４７）につながって、長孔２
３９（２４７）前方に向かって設けられている。
【０１２１】
　そして、シールド板２０５が収納位置Ｐ２０１に位置しているときには、係合片２５１
（２５９）の基端部２５３が、切り欠き２６３に入り込み、シールド板２０５が容易には
移動しないようになっている。また、シールド板２０５が被覆位置Ｐ２０３に位置してい
るときには、係合片２５１（２５９）の基端部２５３が、切り欠き２６５に入り込み、シ
ールド板２０５が容易には移動しないようになっている。
【０１２２】
　また、保護帽２０１には、シールド板２０５が被覆位置Ｐ２０３に位置すべく下方に移
動するときに、シールド板２０５の幅方向の中央部が、必要以上に下方に移動しないよう
にするためのストッパが設けられている。前記ストッパは、シールド板２０５に形成され
た突起２６７と、ガイド部材２１１の中央部位２１９に設けられた突起２６９とで構成さ
れている。
【０１２３】
　ところで、保護帽２０１には、図示しない内装体（たとえばハンモック）が設けられお
り、帽体２０３やガイド部材２１１には、ハンモックを係止するための複数の係止部２７
１が設けられている。各係止部２７１のうちで後側に位置している各係止部２７１Ａは、
帽体２０３の内面に一体的に設けられており、各係止部２７１のうちで前側に位置してい
る各係止部２７１Ｂは、ガイド部材２１１の内面に一体的に設けられている。
【０１２４】
　また、本実施形態（第２の実施形態）において、第１の実施形態に係るシールド板５と
同様に、シールド板２０５が、この中央部から周辺部に向かうにしたがって、厚さが徐々
に薄くなっていてもよい。
【０１２５】
　ここで、保護帽２０１を着用してシールド板２０５を出入りさせる動作について説明す
る。
【０１２６】
　まず、シールド板２０５が収納位置Ｐ２０１に位置している状態で、着用者が保護帽２
０１を被る。シールド板２０５を被覆位置Ｐ２０３に位置させて作業をする必要がある場
合には、シールド板２０５の下端部（たとえば庇２１７）を、前方に少し押すと、係合片
２５１（２５９）が、切り欠き２６３から出てきて、シールド板２０５が移動可能になる
。この状態で、シールド板２０５を、長孔２３９（２４７）等に沿って下方に移動させる
と、係合片２５１（２５９）が、切り欠き２６５に入り込み、シールド板２０５が被覆位
置Ｐ２０３に位置し、シールド板２０５が被覆位置Ｐ２０３からは容易には移動しないよ
うになる。
【０１２７】
　一方、被覆位置Ｐ２０３に位置しているシールド板２０５を、収納位置Ｐ２０１に位置
させる場合には、シールド板２０５の下端部（たとえば庇２１７）を、少し前方に押すと
、係合片２５１（２５９）が、切り欠き２６５から出てきて、シールド板２０５が移動可
能になる。この状態で、シールド板２０５を、長孔２３９（２４７）等に沿って上方に移
動させると、係合片２５１（２５９）が、切り欠き２６５に入り込み、シールド板２０５
が被覆位置Ｐ２０３に位置する。
【０１２８】
　保護帽２０１によれば、シールド板２０５が常に帽体２０３に設置されており、また、
ガイド手段２０７により、シールド板２０５が帽体２０３の曲面に沿って移動するように
なっているので、シールド板２０５の付け忘れを防止することができると共に、帽体２０
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３を大きくせず従来の形状をほぼ保ったままで、シールド板２０５の移動ストロークを長
くすることができる。そして、シールド板２０５の長さ（高さ）が、着用者の顔面のほぼ
総てを覆うことができる長さであっても、着用者の邪魔にならないように、シールド板２
０５を帽体２０３の内部にほぼ納めることができる。
【０１２９】
　また、帽体２０３が、着用者の耳部を覆う部位が除去された形状である半球殻状に形成
されているので、保護帽２０１が小型化されて質量が軽減されていると共に着用者に放感
を与えることができ、さらに、帽体２０３の外側（凸側）の面や内側の面（凹側の面）が
滑らかに曲がっており、帽体２０３の剛性が高くなっている。
【０１３０】
　また、保護帽２０１によれば、帽体２０３の前側内面に沿った曲面を備えて板状に形成
されたシールド板２０５が、円弧状のガイド部２１３でガイドされ円弧状の軌跡を描いて
移動するので、シールド板２０５の移動ストロークをさらに長くすることができ、着用者
の顔面のほぼ総てを覆うことができる長さのシールド板２０５を採用しても、着用者の邪
魔にならないように、シールド板２０５を帽体２０３の内部にほぼ納めることが一層容易
になる。
【０１３１】
　また、保護帽２０１によれば、円弧状のガイド部２１３が帽体２０３の前側内面に沿う
ようにして帽体２０３の内部に設けられているので、着用者の耳を覆うことがない半球殻
状の帽体２０３を採用することができる。すなわち、シールド板２０５をこの回動中心Ｃ
２０１のところで帽体に支持させる構成であると、シールド板２０５を支持する回動軸（
シールド板２０５の回動中心Ｃ２０１のところに位置している回動軸）を帽体２０３に別
途設けなければならず、これにより、帽体２０３に耳部（着用者の耳部を覆う部位）に設
ける必要が生じ、帽体２０３を半球殻状にすることができなくなる。しかし、保護帽２０
１は、帽体２０３に耳部を設けることなく帽体２０３の形状を半球殻状にすることができ
る。
【０１３２】
　また、保護帽２０１によれば、ガイド部材２１１が一体的に構成されており、帽体２０
３の左右方向の２箇所で帽体２０３に接触して一体的に設けられているので、ガイド部材
２１１自体の剛性と、ガイド部材２１１を帽体２０３に取り付けたときの取り付け剛性と
が高くなっている。
【０１３３】
　また、内装体を構成するハンモックを係止する係止部２７１Ｂを、ガイド部２１３やシ
ールド板２０５との干渉を避けて、ガイド部材２１１の中央部位２１９の内側に設けるこ
とができる。
【０１３４】
　また、保護帽２０１によれば、シールド板２０５が、ガイド部材２１１の４箇所（各面
２３７,２４５と各長孔２３９,２４７）に係合して移動するようになっているので、シー
ルド板２０５が帽体２０３に対して滑らかに安定した状態で移動できるようになっている
。
【０１３５】
　ところで、保護帽２０１では、シールド板２０５が、この幅方向の両端部で支持されて
移動するようになっているが、この支持形態に加えて、シールド板２０５が、この幅方向
の中央部で支持されて移動するように構成されていてもよい。たとえば、シールド板２０
５の幅方向の中央部に、係合片２５１と同様な係合片を設け、この係合片に係合する長孔
（長孔２３９と同様な長孔）を、中央部位２１９に設けた構成であってもよい。
【０１３６】
　また、シールド板として、着用者の顔の上半分のみを覆うハーフタイプのものを採用し
てもよい。
【０１３７】
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　［第３の実施形態］
　図２８は、本発明の第３の実施形態に係る保護帽３０１の概略構成を示す図であり、図
２９は、保護帽３０１の帽体３０３と汎用の保護帽の帽体３００との外形の違いを示す図
であり、図３０は、保護帽３０１の断面図（保護帽３０１の中心を通り保護帽３０１の前
後上下方向に展開する平面による断面図）である。
【０１３８】
　図３１は、着用者が保護帽３０１を被った状態を示す図である。図３１の（ａ）（ｂ）
は、シールド板３０５を収納位置Ｐ３０１に位置させた状態を示しており、図３１の（ｃ
）（ｄ）は、シールド板３０５を被覆位置Ｐ３０３に位置させた状態を示している。
【０１３９】
　保護帽３０１は、帽体３０３とシールド板（シールド部材；面体）３０５とを備えて構
成されている。帽体３０３、シールド板３０５は、左右対称形成されている。帽体３０３
には、着用者の耳を覆う耳部３０７が設けられている。また、帽体３０３は、汎用の帽体
３００に対して、帽体３０３の前側のみが外側に大きくなるように形成した椀状に形成さ
れている。
【０１４０】
　ここで、汎用の帽体３００とは、シールド板を備えておらず帽体と内装体とで構成され
た帽体であり、厚生労働省の規格（保護帽の規格）に適合させるべく、たとえば必要最小
限後の大きさに形成された保護帽の帽体である。汎用の帽体として、前後方向の長さが２
６０ｍｍ～２８０ｍｍ程度のＭＰヘルメット等の帽体３００（図２９参照）を掲げること
ができる。
【０１４１】
　帽体３０３は、半球殻状の形状のものに、板状に形成されている耳部３０７を付加した
椀状に形成されている。耳部３０７の厚さと帽体３０３の耳部以外の箇所の厚さとはお互
いがほぼ一致している。また、耳部３０７の厚さ方向は帽体３０３の左右方向（図２８で
は紙面に直交する方向）になっている。
【０１４２】
　なお、帽体３０３は、半球殻状に形成されているのであって完全な半球殻に形成されて
いるわけではない。すなわち、帽体３０３は、帽体３と同様にして、着用者の頭部の形状
に合うようにするために、曲率半径が適宜変化している形状に形成されている。
【０１４３】
　また、帽体３０３の開口部（淵；下端）３０９も、完全な円形ではなく、着用者の頭部
の形状に合うようにするためや耳部３０７を設けたことにより、曲率半径等が適宜変化し
ている円形状に形成されている。
【０１４４】
　帽体３０３が椀状に形成されていることにより、帽体３０３の外面および内面は、急な
曲がり部分が存在しない滑らかな球面状になっている。さらに、帽体３０３が半球殻状の
ものに耳部３０７を設けた椀状に形成されていることにより、直立している着用者が保護
帽３０１を被った場合、帽体３０３の前後方向の中央部で、帽体３０３の耳部３０７が下
側に突出しており、この耳部３０７で着用者の耳の総てもしくは一部が覆われるようにな
っている。
【０１４５】
　シールド板３０５は、シールド板５と同様にして、樹脂等の透明な部材で構成されてお
り、着用者の顔面の総てを覆うことができる大きさに形成されている。また、シールド板
３０５は、帽体３０３の前側の内面（凹な球面状の曲面）に沿った球面状の曲面を備えた
板状（湾曲した板状；１／４程度の球殻状）に形成されており、左右方向の両端部に係合
部３１１が設けられている。帽体３０３の耳部３０７にはガイド部３１３が形成されてお
り、シールド板３０５の係合部３１１が、ガイド部３１３に係合することによって、収納
位置Ｐ３０１と被覆位置Ｐ３０３との間で、係合部３１１の中心軸Ｃ３０１を中心にして
、シールド板３０５が円弧状の軌跡を描いて回動するようになっている。軸Ｃ３０１は、
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耳部３０７の中央を通って、保護帽３０１の左右方向（図１の紙面に直交する方向）に延
びている軸である。
【０１４６】
　ここで、収納位置Ｐ３０１は、シールド板３０５が帽体３０３の前側内部に収納された
ときの位置であり、被覆位置Ｐ３０３は、シールド板３０５が帽体３０３の着用者の顔面
（頭部の前面）のほぼ総てを覆う位置である。
【０１４７】
　ガイド部３１３は、たとえば、帽体３０３の耳部３０７を貫通する円形の貫通孔３１５
で構成されており、係合部３１１は、シールド板３０５の側方（幅方向の両側）の下部で
シールド板３０５の外側に僅かに突出している円柱状の突起（外径が貫通孔よりも僅かに
小さい突起）３１７で構成されている。そして、各突起３１７が各貫通孔３１５に嵌合し
ていることにより（図２８におけるＸＸＸＩＩＩ－ＸＸＸＩＩＩ断面を示す図である図３
３参照）、シールド板３０５が前記回動をするようになっている。
【０１４８】
　収納位置Ｐ３０１にシールド板３０５が位置している状態について詳しく説明すると、
この状態で、シールド板３０５が帽体３０３の内部に完全に収容されているわけではなく
、シールド板３０５の下端部（庇３１９が設けられている下端部）とこの近傍の部位が、
帽体３０３の前側で帽体３０３の下端部（帽体３前側の開口部）３０９から下方に突出し
ている。ただし、この下方に突出している部位が、着用者の邪魔になることはなく、着用
者は、シールド板３０５の存在をその視界で意識することなく保護帽３０１を被ることが
できるようになっている。
【０１４９】
　庇（庇部）３１９は、第１の実施形態の場合と同様にして、シールド板３０５の下端部
で反転している。すなわち、庇３１９は、逆方向（着用者の顔面から離れる方向）に曲が
って延出している。これにより、飛来物がシールド板（被覆位置Ｐ３０３にあるシールド
板）３０５にあたっても、飛来物がシールド板３０５の表面を滑って、着用者の体に接触
する事態を回避することができる。
【０１５０】
　また、シールド板３０５の上端部は、帽体３０３の頂上部付近に位置している。なお、
シールド板３０５の庇３１９を削除し、収納位置Ｐ３０１にシールド板３０５が位置して
いる状態において、シールド板３０５が帽体３０３の内部に完全に収容される構成であっ
てもよい。
【０１５１】
　被覆位置Ｐ３０３にシールド板３０５が位置している状態では、シールド板３０５の下
端部が、着用者の顎よりも下側に位置して、シールド板３０５が着用者の顔面のほぼ総て
を覆っている（図３１（ｃ）（ｄ）参照）。すなわち、正面から見た場合、シールド板３
０５によって、着用者の顔面の総てが覆われている。なお、シールド板３０５の上端部は
、帽体３０３の下端部（帽体３０３の前側の淵）の近傍で帽体３０３の内部に位置してい
る。
【０１５２】
　また、保護帽３０１には、左右対称に形成されている内側部材３２１が設けられている
。内側部材３２１は、帽体３０３の前側内部で帽体３０３に一体的に設けられている。
【０１５３】
　内側部材３２１は、図３０や図３２（内側部材３２１の概略構成を示す斜視図）で示す
ように、中央部位３２３と起立部位３２５と突出部位３２７とを備えて構成されている。
中央部位３２３は、帽体３０３の前側内面（凹な球面状に形成された帽体３０３内側の曲
面）に沿った球面状の曲面を備えた板状（湾曲した板状；１／４程度のサイズの球殻状）
に形成されている。
【０１５４】
　起立部位３２５は、板状で「Ｕ」字状に形成されており、中央部位３２３の後端部から



(20) JP 2010-163733 A 2010.7.29

10

20

30

40

50

、中央部位３２３の外方向に（凸方向に）所定の高さで起立している。突出部位３２７は
、板状で「Ｕ」字状に形成されており、起立部位３２５から、後方に所定の幅で突き出て
いる。
【０１５５】
　そして、突出部位３２７の厚さ方向の一方の面（外側の凸な面）が帽体３０３の内面（
凹な面）に係合（面接触）することにより、内側部材３２１が、帽体３０３の前側内部で
帽体３０３に一体的に設けられている。なお、突出部位３２７が面接触している帽体３０
３内部の面は、この幅が帽体３０３の前後方向になるようにして、帽体３０３の前後方向
の中央部で、帽体３０３の左側から始まり帽体３０３の頂上部を通って帽体の右側まで、
「Ｕ」字状に延びている。
【０１５６】
　内側部材３２１を帽体３０３に設置したときには、保護帽３０１の前側では、外側に帽
体３０３、内側に内側部材３２１が位置した二重構造になっており、シールド板３０５は
、帽体３０３と内側部材３２１とで形成された空間内（帽体３０３と中央部位３２３およ
び起立部位３２５とで形成された空間内）に入り込んで、収納位置Ｐ３０１に位置し、帽
体３０３内に収納されるようになっている。
【０１５７】
　内側部材３２１を帽体３０３に設置したとき、図３０で示すように、内側部材３２１に
おける円弧状の中央部位３２３の中心と、円弧状のシールド板３０５の中心と、円弧状の
帽体３０３の中心と、シールド板３０５の回動中心Ｃ３０１とは、お互いがほぼ一致して
いる。また、帽体３０３の曲率半径がシールド板３０５の曲率半径よりも大きくなってお
り、シールド板３０５の曲率半径が内側部材３２１の中央部位３２３の曲率半径よりも大
きくなっている。
【０１５８】
　また、保護帽３０１には、シールド板３０５を保持する保持手段３２９が設けられてい
る。保持手段３２９は、シールド板３０５が収納位置Ｐ３０１や被覆位置Ｐ３０３に位置
しているときに、シールド板３０５が帽体３０３に対して容易に回動しないように、シー
ルド板３０５を保持する手段である。
【０１５９】
　保持手段３２９は、たとえば、図３０に示すような各突起３３１，３３３，３３５，３
３７を備えて構成されている。突起３３１は、半球状に形成されており、シールド板３０
５の前後方向では後端部で、シールド板３０５の幅方向では中央部で、シールド板３０５
の内面（凹な面）に一体的に設けられている。突起３３３は、半球状に形成されており、
内側部材３２１の前後方向では中央部位３２３の後端部の近傍で、内側部材３２１の幅方
向では中央部で、内側部材３２１の外面（凸な面）に一体的に設けられている。突起３３
５は、１／４の球状に形成されており、１つの平面３３５Ａが内側部材３２１の後方（上
方）を向くようにして、内側部材３２１の前後方向では中央部位３２３の前端部で、内側
部材３２１の幅方向では中央部で、内側部材３２１の外面（凸な面）に一体的に設けられ
ている。突起３３５の高さは、他の突起３３１，３３３，３３７の高さよりも高くなって
いる。突起３３７は、半球状に形成されており、内側部材３２１の前後方向では突起３３
５よりも僅かに後方（上方）で、内側部材３２１の幅方向では中央部で、内側部材３２１
の外面（凸な面）に一体的に設けられている。
【０１６０】
　そして、図３０で示すように、シールド板３０５が収納位置Ｐ３０１に位置している状
態では、シールド板３０５の突起３３１が、内側部材３２１の突起３３３と内側部材３２
１の起立部位３２５とで挟まれて、シールド板３０５が容易には回動しないようになって
いる。収納位置Ｐ３０１に位置しているシールド板３０５を被覆位置Ｐ３０３に位置させ
るべく、シールド板３０５を図３０に示す矢印の方向に回動させると、突起３３１が突起
３３３を乗り越えてシールド板３０５が回動し突起３３７を乗り越えたときにシールド板
３０５が被覆位置Ｐ３０３に位置すると共に、突起３３１が突起３３７と突起３３５とで
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挟まれて、シールド板３０５が容易には回動しないようになっている。
【０１６１】
　なお、突起３３５が平面３３５Ａを備えており、また、突起３３５高さが高くなってい
ることにより、被覆位置Ｐ３０３に位置しているシールド板３０５（突起３３７と突起３
３５とで挟まれている突起３３１）は、それ以上、図３０に示す矢印の方向には、回動し
ないようになっている。
【０１６２】
　ところで、保護帽３０１には、図示しない内装体（たとえばハンモック）が設けられお
り、帽体３０３や内側部材３２１には、ハンモックを係止するための複数の係止部３３９
が設けられている。各係止部３３９のうちで後側に位置している各係止部３３９Ａは、帽
体３０３の内面に一体的に設けられており、各係止部３３９のうちで前側に位置している
各係止部３３９Ｂは、内側部材３２１の内面に一体的に設けられている。
【０１６３】
　また、本実施形態（第３の実施形態）において、第１の実施形態に係るシールド板５と
同様に、シールド板３０５が、この中央部から周辺部に向かうにしたがって、厚さが徐々
に薄くなっていてもよい。
【０１６４】
　ここで、保護帽３０１を着用してシールド板３０５を出入りさせる動作について説明す
る。
【０１６５】
　まず、シールド板３０５が収納位置Ｐ３０１に位置している状態で、着用者が保護帽３
０１を被る。シールド板３０５を被覆位置Ｐ３０３に位置させて作業をする必要がある場
合には、シールド板３０５の下端部（たとえば庇３１９）を下方向に引っ張れば、シール
ド板３０５が回動し、シールド板３０５が被覆位置Ｐ３０３に位置する。
【０１６６】
　一方、被覆位置Ｐ３０３に位置しているシールド板３０５を、収納位置Ｐ３０１に位置
させる場合には、シールド板３０５を上方に押すと、シールド板３０５が回動し、シール
ド板３０５が収納位置Ｐ３０１に位置する。
【０１６７】
　ところで、保護帽３０１において、シールド板３０５の回動中心Ｃ３０１の位置を調整
自在に構成してもよい。すなわち、図３３に示すように、貫通孔３１５と同様な複数の貫
通孔３１５ａ～３１５ｉを耳部３０７に設け、これらの各貫通孔３１５ａ～３１５ｉのう
ちの１つの貫通孔（実際には、左右方向で２つの貫通孔）を選択し、この選択した貫通孔
（たとえば、貫通孔３１５ｂ）に、シールド板３０５の突起３１７を嵌合させるようにし
てもよい。なお、各貫通孔３１５ａ～３１５ｉは、お互いが僅かに離れており、たとえば
、貫通孔３１５ａを中心とした円周をほぼ等分配する位置に、各貫通孔３１５ｂ～３１５
ｉが設けられている。
【０１６８】
　保護帽３０１によれば、帽体３０３の前側のみを大きくしてあると共に、シールド板３
０５が軸Ｃ３０１を中心にして円弧状の軌跡を描いて移動するようになっているので、着
用者の顔面のほぼ総てを覆えるようにシールド板を大きくしても、シールド板３０５を帽
体３０３の内部に収納することができると共に、帽体３０３や保護帽３０１の全体が大型
化し質量が増加することを、極力抑制することができる。また、帽体３０３が椀状に形成
されているので、帽体３０３の外側（凸側）や内側の面が滑らかに曲がっており、帽体３
０３の剛性が高くなっている。
【０１６９】
　また、保護帽３０１において、シールド板３０５の回動中心Ｃ３０１の位置を調整自在
に構成すれば、帽体３０３に対するシールド板３０５の位置（特に、被覆位置Ｐ３０３に
おけるシールド板３０５の位置）を、着用者の頭や顔の形態に応じて調節することができ
、着用者がうっとおしさを感じにくくなり、保護帽の使い勝手が向上する。
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【０１７０】
　また、保護帽３０１によれば、シールド板３０５が、帽体３０３と中央部位３２３およ
び起立部位３２５とで形成される空間内に入り込んで、帽体３０３内に収納されるように
構成されているので、内装体（ハンモック）を係止する係止部３３９Ｂを、シールド板３
０５との干渉を避けて、設けることが容易になっている。
【０１７１】
　［第４の実施形態］
　図３５、図３６は、本発明の第４の実施形態に係る保護帽３５１の概略構成を示す図で
あり、図３７は、図３６のＸ部の拡大図である。
【０１７２】
　第４の実施形態に係る保護帽３５１は、シールド板を２つに分けて、帽体３５３の外側
に設置した点が、第３の実施形態に係る保護帽３０１と異なり、その他の点は、第３の実
施形態に係る保護帽３０１とほぼ同様に構成されている。
【０１７３】
　すなわち、保護帽３５１は、帽体３５３と、第１のシールド板３５５と第２のシールド
板３５７とを備えて構成されている。
【０１７４】
　帽体３５３は、耳を覆う耳部３５９が設けられて椀状に形成されている。さらに説明す
ると、椀状の帽体３５３は、耳部３５９を除けば、シールド板を備えていない汎用の帽体
（第３の実施形態で述べた汎用の帽体）と同形状に形成されている。
【０１７５】
　第１のシールド板３５５は、帽体３５３の前側の外面（凸な球面状に形成された帽体３
５３の外側の曲面）に沿った曲面（曲率半径が帽体３５３の前側曲面の曲率半径よりも大
きい球面状の曲面）を備えた板状（湾曲した板状；１／８程度の球殻状）に形成されてい
る。第１のシールド板３５５の幅方向の両側には、たとえば円形状の貫通孔３６１で構成
された係合部３６３が形成されている。この係合部３６３が、たとえば帽体３５３の幅方
向の両端で帽体３５３の外面から突出している円柱状の突起３６５で構成されたガイド部
３６７に係合している。そして、第１のシールド板３５５が、係合部３６３を中心にし押
し上げ位置Ｐ３０５と被覆位置Ｐ３０７との間で、円弧状の軌跡を描いて回動するように
なっている。
【０１７６】
　なお、押し上げ位置Ｐ３０５は、第１のシールド板３５５が帽体３５３の前側の外部に
押し上げられたときの位置であり、被覆位置Ｐ３０７は、第１のシールド板３５５が帽体
３５３の着用者の顔面（頭部の前面）のほぼ上半分を覆う位置である。
【０１７７】
　第２のシールド板３５７は、帽体３５３の前側の外面（凸な球面状に形成された帽体３
５３の外側の曲面）に沿った曲面（曲率半径が第１のシールド板３５５の曲率半径よりも
大きい球面状の曲面）を備えた板状（湾曲した板状；１／８程度の球殻状）に形成されて
いる。第２のシールド板３５７の幅方向の両側にも、第１のシールド板３５５と同様にし
て貫通孔３６１（係合部３６３）が形成されており、この貫通孔３６１が突起３６５（ガ
イド部３６７）に係合している。そして、第２のシールド板３５７が、第１のシールド板
３５５の外側に位置して（特に、被覆位置Ｐ３１１に位置しているときに、押し上げ位置
Ｐ３０５に位置している第１のシールド板３５５の外側で第１のシールド板３５５を覆っ
て）、係合部３６３を中心にし押し上げ位置Ｐ３０９と被覆位置Ｐ３１１との間で、円弧
状の軌跡を描いて回動するようになっている。
【０１７８】
　なお、押し上げ位置Ｐ３０９は、第２のシールド板３５７が帽体３５３（第１のシール
ド板３５５）の前側の外部に押し上げられたときの位置であり、被覆位置Ｐ３１１は、第
２のシールド板３５７が帽体３５３の着用者の顔面（頭部の前面）のほぼ下半分を覆う位
置である。
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　また、被覆位置Ｐ３０５に位置している第１のシールド板３５５は、この上端部の部位
が帽体３５３の庇３６０に当接して、それ以上、下方に移動しないようになっている。ま
た、被覆位置Ｐ３１１に位置している第２のシールド板３５７は、この第２のシールド板
３５７に設けられているストッパ３６９が、第１のシールド板３５５に設けられているス
トッパ３７１に当接して、それ以上、下方に移動しないようになっている。
【０１８０】
　なお、ストッパ３６９は、第２のシールド板３５７の上端部で第２のシールド板３５７
の内側に折り曲げられた折り曲げ部で形成されている。ストッパ３７１は、第１のシール
ド板３５５の下端部で第１のシールド板３５５の外側に折り曲げられた折り曲げ部で形成
されている。
【０１８１】
　また、本実施形態（第４の実施形態）において、第１の実施形態に係るシールド板５と
同様に、シールド板３５５が、この中央部から周辺部に向かうにしたがって、厚さが徐々
に薄くなっていてもよい。
【０１８２】
　保護帽３５１によれば、各シールド板３５５，３５７が押し上げ位置Ｐ３０５，Ｐ３０
９に位置している状態では、着用者の目の部分を主に覆う第１のシールド板３５５の外側
に第２のシールド板３５７が位置して第１のシールド板３５５を覆っているので、第１の
シールド板３５５に傷がつきにくくなっている。すなわち、たとえば、保護帽３５１の着
用者が各シールド板３５５，３５７を使用していないときに、不注意で第２のシールド板
３５７を障害物にぶつけたとしても、第１のシールド板３５５に傷がつくことを防ぐこと
ができる。
【０１８３】
　これにより、保護帽３５１の着用者が各シールド板３５５，３５７を使用するときに、
着用者の主に目の部分を覆う第１のシールド板３５５が傷ついておらず、良好な視界を確
保することができる。
【０１８４】
　ところで、上記第３の実施形態と第４の実施形態において、シールド板の位置を、内外
で逆にしてもよい。すなわち、第３の実施形態において、第４の実施形態のように、帽体
を汎用のものとほぼ同じにし、シールド板が帽体の外側に位置するようにしてもよいし、
また、第４の実施形態において、第３の実施形態のように、帽体の前側を汎用のものより
も大きくして、シールド板が帽体の外側に設置するようにしてもよい。
【符号の説明】
【０１８５】
　１、２０１、３０１　保護帽
　３、２０３、３０３　帽体
　５、２０５、３０５　シールド板
　７、２０７、３０７　ガイド手段
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